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研究成果の概要（和文）：本研究は、中央アジア諸国と中国と日本がどのような関係を構築し、その特徴や各国
の外交政策の方向性を分析した。その結果、中国と日本のこの地域における協力の仕組みにおいて共通点がある
ものの、協力の仕組みにおいて異なる点が多いことが分かった。地域協力に関して、日本は開かれた地域主義を
主張していることに対し、中国は地域諸国に限った仕組みを優先する。両国が対中央アジア政策においてエネル
ギー資源といった共通の関心分野はあるが、日本の場合、これらにおいて新たなインフラ建設より、日本の企業
のノウーハウを生かし、既存のインフラの改善事業により多く参加しており、中国は新たなインフラ建設に関心
をもっている。

研究成果の概要（英文）：This research compares Japanese and Chinese policies in post-Soviet Central 
Asia (CA) by analyzing the similarities and differences in the approaches of the two Asian economic 
powers. This research develops several arguments: It argues that the Chinese engagements largely 
emphasize the creation of energy and transportation infrastructure (construction), while Japan’s 
main areas of focus are the maintenance, modernization, and rehabilitation of current 
infrastructure. Thus, this research also suggests that China positions itself as CA’s leading 
economic partner, while Japan is CA’s leading assistance provider. These two roles have different 
implications. Furthermore, the current infrastructure engagements of Japan (from assistance to 
partnership) and China (from exploitation to contribution to the region) in CA demonstrate both 
countries’ attempts to adjust and search for new opportunities.

研究分野：国際関係
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１．研究開始当初の背景 

 

  中央アジア地域において、ロシアと中国は
この地域に関して関心を持っており、様々な
政策を打ち出している。両国は中央アジア地
域における安定と現状を維持することを強
調している。中国政府は中央アジア諸国がガ
バナンスや人権問題に直面しているにも関
わらず、これらの諸国の政府を支持している。
さらに、中国主導の上海協力機構（SCO）や
一帯一路政策の中の協力は中央アジア諸国
と中国の関係において大きな機動力となっ
た。 
  これらのイニシアティブと比べると日本
の中央アジア地域における取り組みは、まだ
初期段階にある。一方で、日本の中央アジア
地域における地位はソ連の崩壊以来の ODA
や様々な支援により強化されてきた。  
  これらはこの地域における日本の存在を
固定化したとも言える。同時に、日本側にも
中央アジア地域にも日本と中央アジア諸国
の関係の潜在力は現状のままでは十分にい
かされていないという意見が多い。日本の支
援プログラムの効果は多くの場合、中央アジ
アや日本の一般国民の期待に十分に応える
ものとはなっていない。  
 
２．研究の目的 
 
  本研究は、中央アジア諸国と中国と日本と
どのような関係を構築し、その特徴や各国の
外交政策の方向性を分析した。中央アジア諸
国とこの地域に接する超大国の間に見られ
る協力をどのように概念化するべきなの
か？これらの協力関係に影響を及ばす要因
はなにか？日本はこの地域との関係をより
ダイナミックにするために中国と中央アジ
ア諸国の協力関係から何を学ぶことができ
るのか？本研究ではこれらの問題を取り上
げる。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究の主な特徴として、日本と中国の対中
央アジア政策の様々な観点を比較した。その
一環として①各国政府の協力に関する見方
と言説を比較し、①日中政府が中央アジアに
おいてお互いが協力できる仕組みの構築を
試みている中央アジアプラス日本対話フォ
ラームと上海協力機構と一帯一路プロジェ
クトなどの分析を行い、③日中の企業が中央
アジア地域における活動とこれらの企業が
参加するプロジェクトの比較を行った。 
 
４．研究成果 
 
本研究は、中央アジア諸国と中国と日本がど 

 
 
 
 
のような関係を構築しているのか、その特徴
や各国の外交政策の方向性を分析した。その
結果、中国と日本のこの地域における協力の
仕組みにおいて共通点があるものの、協力の
仕組みにおいて異なる点が多いことが分か
った。地域協力に関して、日本は開かれた地
域主義を主張していることに対し、中国は地
域諸国に限った仕組みを優先する。両国が対
中央アジア政策においてエネルギー資源と
いった共通の関心分野はあるが、日本の場合、
これらにおいて新たなインフラ建設より、日
本の企業のノウーハウを生かし、既存のイン
フラの改善事業により多く参加しており、中
国は新たなインフラ建設に関心をもってい
る。 
  以上からも明らかなように、中央アジア
と日本の関係には潜在力がある。しかし、こ
れまでの協力において、その潜在力が十分に
発揮されてきたとは言えない。ソ連崩壊後に
おける日本の中央アジア政策のもっとも大
きな欠点は、目標とその目標を達成するため
の計画、そしてその関係におけるダイナミズ
ムの欠如である。小泉首相（2006 年）と安倍
首相（2015 年）の中央アジア訪問の目的は、
従来の関係を変えて、更に強化することであ
った。しかし、それにはいくつかの課題があ
る。まず日本のこれまでの中央アジア戦略を
見直し、部分的に再検討する必要がある。そ
の過程でロシアや中国、韓国などの戦略から
学ぶことは多いと思われる。日本の中央アジ
ア政策の成功は複数の要因にかかっている。
第一に、国家間協力においては機能主義のア
プローチを使い、明確な目標の特定、段階的
な協力の進化、一つもしくは二つの分野から
の協力の展開である。限られた分野における
協力の成功は更に拡大して新たな分野に広
がると思われる。第二に、協力の効果を計る
ために、個々の事業の事前と事後の効果を計
る評価基準を設けることである。そして、第
三に、このような効果と人々の生活水準への
影響こそ日本のイメージと日本への期待を
形成していることを認識すべきであろう。 
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